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新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて 
～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～(答申)(平成24年8月28日)の概要 

  

○質的転換に向けた更なる課題 
① 「プログラムとしての学士課程教育」という概念の未定着      ② 学修支援環境の更なる整備の必要性 

③ 高等学校教育と大学教育の接続や連携の改善の必要性     ④ 社会と大学の接続の改善の必要性（就職活動の早期化・長期化の是正等）  

○これからの目指すべき社会像と求められる能力 

我が国の目指すべき社会像 
◆優れた知識やアイディアの積極的活用によって 
発展するとともに、人が人を支える安定的な成長を
持続的に果たす成熟社会 
  ⇒ 「知識を基盤とした自立、協働、創造モデル」 

成熟社会において求められる能力 
◆答えのない問題に解を見出していくための批判的、合理的な思考力等の認知的能力 

◆チームワークやリーダーシップを発揮して社会的責任を担う、倫理的、社会的能力 

◆総合的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と構想力 

◆想定外の困難に際して的確な判断ができるための基盤となる教養、知識、経験 

など、予測困難な時代において高等教育段階で培うことが求められる「学士力」。 

○学士課程教育の現状と学修時間 
◆学生の学修時間が短い（学期中１日当たり４．６時間）。 

◆国民、産業界、学生は、学士課程教育改善の到達点に不満足。 

◆学長、学部長は、学生の汎用的能力や授業外の学修時間について 

 不満足。 

◆高校生も学力中間層の勉強時間が最近15年間で約半分に減少。  

○求められる学士課程教育の質的転換 
◆上記のような「学士力」を育むためには、ディスカッションやディベート

といった双方向の授業やインターンシップ等の教室外学修プログラム

による主体的な学修を促す学士課程教育の質的転換が必要。 

◆学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ、生涯学び続け、主体的

に考える力を修得。そのためには質を伴った学修時間が必要。 

 

○学士課程教育の質的転換への方策 
◆質的転換の好循環を作り出す始点としての学修時間の増加・確保が、以下の諸方策と連なって進められることが必要。 

  ・教育課程の体系化（授業科目の整理・統合を含む）  ・組織的な教育の実施  ・授業計画（シラバス）の充実 ・全学的な教学マネジメントの確立 

◆教員中心の授業科目の編成から学位プログラムとして、組織的・体系的な教育課程への転換が必要。 
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１．知識・理解 
 

 専攻する特定の学問分野における基本的な知識を体系的に理
解するとともに，その知識体系の意味と自己の存在を歴史・社
会・自然と関連付けて理解する。 

 

（１）多文化・異文化に関する知識の理解 
 

（２）人類の文化，社会と自然に関する知識の理解 
 
２．汎用的技能 
 

 知的活動でも職業生活や社会生活でも必要な技能 
 

（１）コミュニケーション・スキル 
 日本語と特定の外国語を用いて，読み，書き，聞き，話すことが
できる。 

 

（２）数量的スキル 
 自然や社会的事象について，シンボルを活用して分析し，理解
し，表現することができる。 

 

（３）情報リテラシー 
 情報通信技術（ＩＣＴ）を用いて，多様な情報を収集・分析して適
正に判断し，モラルに則って効果的に活用することができる。 

 

（４）論理的思考力 
 情報や知識を複眼的，論理的に分析し，表現できる。 
 

（５）問題解決力 
 問題を発見し，解決に必要な情報を収集・分析・整理し，その問
題を確実に解決できる。 

各専攻分野を通じて培う学士力 
～学士課程共通の学習成果に関する参考指針～ 

３．態度・志向性 
 

（１）自己管理力 
自らを律して行動できる。 
 

（２）チームワーク，リーダーシップ 
他者と協調・協働して行動できる。また，他者に方向性を示し， 
目標の実現のために動員できる。 

 

（３）倫理観 
自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる。 
 

（４）市民としての社会的責任 
 社会の一員としての意識を持ち，義務と権利を適正に行使し 
つつ，社会の発展のために積極的に関与できる。 

 

（５）生涯学習力 
卒業後も自律・自立して学習できる。 
 
４．統合的な学習経験と創造的思考力 
 

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し，   
自らが立てた新たな課題にそれらを適用し，その課題を解決  
する能力 

１．知識・理解 

４．総合的な学習経験と創造的思考力 

３．態度・志向性 

２．汎用的技能 

２ 

（学士課程教育の構築に向けて（答申）（平成20年12月24日）） 
 



3 

大学における実践的な技術者教育のあり方に関する協力者会議 

●文部科学省は、「大学における実践的な技術者教育のあり方に関する協力者会議」（座長 谷口 功熊本大学

長）を平成２１年６月に設置。 

●技術者教育の充実、実践的教育の必要性、求められる技術者像などについて検討を行い、平成２２年６月「大

学における実践的な技術者教育のあり方」報告書が提示。 

●この報告書において、大学における実践的な技術者教育での学生の共通な到達目標を示す「分野別の到達

目標」をスピーディーかつオープンに策定すべき旨提示。 

技術者教育に関する分野別の到達目標の設定に関する調査研究 

 

●文部科学省では、上記協力者会議委員、及び同会議内「教育内容等に関するワーキンググループ」主査を務

めた野口 博 千葉大学大学院工学研究科長（当時）を中心とする技術者教育関係者に、分野別の到達目標

の設定に関する調査研究を委託し、平成２４年３月にとりまとめられた。 

                         関連資料掲載WebサイトURL  http://hneng.ta.chiba-u.jp:8080/   

■技術者教育における質保証について 

３ 

http://hneng.ta.chiba-u.jp:8080/
http://hneng.ta.chiba-u.jp:8080/
http://hneng.ta.chiba-u.jp:8080/
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• 工学における伝統的な基幹分野として、機械、電気電子、建築、土木、化学、バイオ、情報・通信の７分野を対象。 

• 専門分野別の到達目標については、技術者教育において育成すべき知識・能力と、その到達目標の一覧表を作

成。 

• 一覧表の育成すべき知識・能力は、1．基礎、2．専門分野、 3．汎用的技能、 4．態度・志向性、5．総合的な学

習経験と創造的思考力から成る。 

•  一覧表の到達目標では、「コア」と「要望」の二つのレベルを設定した。「コア」とは、基礎的で必修的な目標であ

り、「要望」は選択的なより高度なレベルの目標。  

• 分野で基礎的で共通部分である「数学」、「自然科学（物理、化学、情報リテラシー等）」、「工学基礎」、そして分

野別の「専門科目」、分野共通部分として「汎用的な技能」「態度・志向性」「総合的な学習経験と創造的思考力」

については、国際的な理解を得、技術者教育の設定項目を国際標準に近づけることを目標に整理。 

• これらの項目は、TuningTexas、ABET、JABEE、国際工学（IEA,InternationalEngineeringAlliance）の卒業生として

の知識・能力（Graduate Attributes）等の国際標準的な基準の項目とはほぼ対応。 

• 本調査研究では、この報告書を１つの材料として各大学における教育課程の編成に係る議論が進む一方で、さら

に充実した分野別の到達目標を目指す検討が行われることを期待。 

■専門分野の学習到達目標の位置づけ 

 

４ 
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http://www.engineer-edu.jp/  
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http://www.engineer-edu.jp/
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